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◎
氷
川
町
個
人
情
報
保
護
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
氷
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
氷
川
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
◎
氷
川
町
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
◎
氷
川
町
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
氷
川
町
振
興
計
画
策
定
審

議
会
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
氷
川
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
◎
氷
川
町
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◎
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
氷
川
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
氷
川
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
氷
川
町
指
定
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
氷
川
町
災
害
に
よ
る
被
害

者
に
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
氷
川
町
技
能
労
務
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
７
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
出
議
案
、
条
例
14
件
、
平
成
29
年

度
当
初
予
算
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
で
議
案
の
説
明
、

質
疑
が
行
わ
れ
審
査
の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
議
で
各
常
任
委
員
長
よ
り
委
員
長
報
告
が
あ
り
全

議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こんなこと
　　 決めました！

2017年

3月
定例会
3月8日～3月16日

条
例

全
会
一
致
で
可
決

条　例
意見書 「議員年金」について

賛
成
多
数
で
可
決

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る

意
見
書

　
　

提
出
者　

氷
川
町
議
会
議
員　

米
村　

洋

　
　

賛
成
者　

氷
川
町
議
会
議
員　

三
浦
賢
治

　

趣
旨　

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
住
民
の
代
表
機
関

で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が
格
段

に
重
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員

の
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、

議
員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に

お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

平
成
29
年
3
月
16
日

　
　

氷
川
町
議
会
議
長　

片
山
裕
治

　

記
載
し
た
意
見
書
を
国
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。　

◆
平
成
27
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

江
嵜
議
員　

す
こ
や
か
赤

ち
ゃ
ん
出
産
祝
い
金
の
決
算

額
が
、
６
１
７
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
条
例
で
は

第
１
子
か
ら
第
３
子
ま
で
は

30
万
円
、
第
４
子
は
30
万
円
、

第
５
子
は
50
万
円
を
支
給
と

な
っ
て
い
て
、
一
年
間
で
は

10
万
円
の
支
給
と
な
っ
て
い

る
。
端
数
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
何
か
。

町
民
環
境
課
長　

支
給
条
例

第
６
条
の
中
で
、
祝
い
金
の

返
還
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

が
受
給
資
格
を
逸
し
た
と
き
、

ま
た
は
、
不
正
等
に
よ
り
受

給
し
た
と
き
は
、
支
給
額
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
返
還
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
取
扱
要
領
で
、
一
年

未
満
で
転
居
さ
れ
た
場
合
は
、

３
ヵ
月
未
満
の
方
は
４
分
の

３
返
還
、
６
ヵ
月
未
満
の
方

は
４
分
の
２
返
還
、
１
年
未

満
の
方
は
４
分
の
１
返
還
と

な
っ
て
い
ま
し
て
、
申
請
者

64
名
中
に
３
名
が
３
ヵ
月
未

満
で
あ
り
７
万
５
千
、
合
計

22
万
５
千
を
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

江
嵜
議
員　

す
こ
や
か
赤

ち
ゃ
ん
の
条
例
で
は
、
２
分

の
１
支
給
す
る
と
は
、
書
い

て
あ
り
ま
せ
ん
。
受
給
資
格

は
１
年
以
上
町
内
に
住
ん
で

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。
条
例
違
反

で
は
。

　

町
長
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。

藤
本
町
長　

受
給
後
１
年
以

上
引
き
続
き
住
ん
で
い
た
だ

く
方
々
と
し
て
い
ま
し
て
、

分
割
し
10
万
円
ず
つ
支
給
し

て
い
ま
す
。
条
例
、
規
則
、

取
扱
要
領
ど
お
り
運
用
し
て

い
ま
す
。

江
嵜
議
員　

申
請
し
て
も

４
ヵ
月
く
ら
い
し
て
か
ら
の

主

な

質

疑

決
算
認
定

受
給
に
な
り
時
間
も
経
過
す

る
。
３
ヵ
月
間
し
た
ら
４
分

の
１
は
も
ら
え
る
。

　

祝
い
金
に
反
対
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
条
例
の
あ

り
方
に
つ
い
て
課
長
た
ち
で

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

藤
本
町
長　

少
子
化
の
時
代

に
少
し
で
も
お
応
援
を
し
、

定
住
促
進
、
長
く
住
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
作
り
ま

し
た
。
一
目
瞭
然
で
わ
か
る

条
例
に
と
の
指
摘
で
す
の
で
、

整
理
を
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

次
回
の
議
会
に
改
正
案
を
提

出
し
た
い
。

◆
氷
川
町
一
般
会
計
予
算

江
嵜
議
員　

２
次
の
総
合
振

興
計
画
策
定
に
向
け
た
、
審

議
会
設
置
が
予
算
さ
れ
て
い

る
が
、
先
の
10
年
間
の
氷
川

町
を
考
え
て
い
る
か
、
五
つ

の
テ
ー
マ
で
い
く
の
か
、
震

災
後
の
再
生
、
審
議
会
に
諮

問
し
た
も
の
を
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

藤
本
町
長　

振
興
計
画
は
町

民
の
総
意
で
つ
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
。
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
行
政
に
は
計
画
性
、

持
続
性
、
創
造
性
も
必
要
で

す
。
五
つ
の
考
え
方
も
二
次

の
計
画
に
は
反
映
さ
せ
、
精

査
す
る
と
こ
ろ
は
し
て
、
一

〇
年
、
二
〇
年
後
の
氷
川
町

を
見
す
え
た
計
画
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

江
嵜
議
員　

明
許
繰
越
し
と

予
算
化
し
て
あ
る
が
、
理
由

は
な
に
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

土
地
の

所
有
者
と
は
調
整
し
ま
し
た

が
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
、

土
地
の
ず
れ
を
確
認
す
る
測

量
が
必
要
と
な
り
、
手
続
き

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
29
年
度
に
繰
越
し
ま
す
。

江
嵜
議
員　

町
民
税
の
所
得

割
が
増
え
て
い
る
理
由
と
、

法
人
税
割
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
理
由
は
な
に
か
。

税
務
課
長　

実
績
に
よ
り
予

算
化
し
た
が
、
地
震
に
よ
る

損
害
控
除
が
あ
り
影
響
見
込

ま
れ
る
。
法
人
税
に
つ
い
て

は
少
し
ず
つ
落
ち
て
き
て
い

る
。
法
人
税
率
も
減
少
し
て

い
る
。

江
嵜
議
員　

防
災
備
蓄
倉
庫

新
築
工
事
と
新
村
中
塘
公
園

整
備
工
事
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
が
、
議
会
に
は
内
容
説

明
が
さ
れ
て
い
な
い
、
全
員

に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

実
施
設
計
が
で

き
た
と
こ
ろ
で
、
議
員
に
説

明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

予

算
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平成29年度一般会計予算決まる

平成28年度氷川町一般会計補正予算について
　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６億1661万円減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ87億162万円とする予算補正で。減額は熊本地震関係で事業規模の縮小や、

予算の積算に過大見積りがあったのではないか、当初予算を計上する際は、再度検討して頂く

ことが肝要ではないか。

減額：不用額（予算額－支払額）は、予算は１年間の収入と支出の見積りで計上されています。

予算額から実際に支出した金額を差し引いた余剰金が不用額となり減額することです。

（単位 :万円）

歳入の種類 H29年度 H28年度 増減額
自主財源 175,270 162,638 12,632
地方交付税 269,000 271,000 △2,000
地方譲与税 6,700 7,500 △800
国庫支出金 61,583 60,732 851
県支出金 71,147 63,504 7,643
町債 64,240 38,370 25,870
その他 17,790 17,739 51
合計 665,730 621,483 44,247

（単位 :万円）

歳出の種類 H29年度 H28年度 増減額
議会費 7,029 6,926 103
総務 132,536 134,868 △2,332
民生費 144,985 138,863 6,122
衛生費 97,287 88,491 8,796

農林水産費 55,291 47,622 7,669
商工費 11,266 7,966 3,300
土木費 61,124 60,000 1,124
消防費 39,990 28,721 11,269
教育費 39,693 36,968 2,725
公債費 76,226 70,756 1,470
その他 303 302 1
合計 665,730 621,483 44,247

歳入

自主財源
 26%

自主財源
 26%

地方交付税
40%

地方交付税
40%

国庫支出金
9%

国庫支出金
9%

県支出金
11%

県支出金
11%

町債 10%町債 10%

その他 3%その他 3%

地方譲与税 1%地方譲与税 1%

歳出

総務費
20%
総務費
20%

公債費
11%
公債費
11%

民生費
22%
民生費
22%

衛生費
15%
衛生費
15%

その他 0%その他 0%

教育費 6%教育費 6%

消防費 6%消防費 6%

土木費 9%土木費 9%

議会費 1%議会費 1%

農林水産費 8%農林水産費 8%

商工費 2%商工費 2%

平成29年度氷川町予算総額　112億3,380万円
会計名 H29年度予算額 H28年度予算額 増減額

一般会計 66億5,730万円 62億1,483万円 4億4,247万円

特

別

会

計

国民健康保険 24億2,986万円 24億3,952万円 △966万円

後期高齢者医療 1億5,907万円 1億5,173万円 734万円

介護保険 15億2,109万円 14億9,513万円 2,596万円

下水道事業 4億6,205万円 7億8,682万円 △3億2,477万円

宅地開発事業 443万円 913万円 △470万円

町全体の予算 112億3,380万円 110億9,716万円 1億3,664万円

※質問と答弁の記事は、質問議員の責任でまとめたものを広報委員会でチェックして掲載してい
ます。写真、 見出し、答弁者の役職名は広報委員会でつけました。

そこが 　 きたい聞
一般質問３議員立つ

氷川のしずく、加工センターの改修
見直し

江嵜　悟 議員

小・中学校給食費の無償化

小・中学校のエアコン設置

河口涼一 議員

長尾憲二郎 議員
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一般質問
 

議
員 　

現
状
の
供
給
体
制

は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

学
校
教
育
課
長 　

現
在
の

給
食
供
給
体
制
は
、
竜
北
西

部
小
学
校
、
竜
北
東
小
学
校
、

竜
北
中
学
校
の
3
校
が
共
同

調
理
場
で
、
宮
原
小
学
校
、

中
学
校
組
合
立
の
氷
川
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
調
理
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
議
員 　

無
償
化
や
、
一
部

補
助
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

 

学
校
教
育
課
長 　

学
校
給

食
法
で
は
、
給
食
施
設
及
び

設
備
に
関
す
る
経
費
や
従
事

す
る
職
員
の
人
件
費
は
町
が

負
担
し
、
そ
れ
以
外
の
経
費
、

つ
ま
り
給
食
の
材
料
費
は
保

護
者
の
方
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

一
食
当
た
り
の
給
食
費
は
県

平
均
が
小
学
校
2
4
7
円
、

中
学
校
2
8
6
円
で
、
町
は

小
学
校
2
2
8
円
、
中
学
校

2
6
2
円
で
あ
り
県
内
で
も

か
な
り
低
い
一
食
単
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。
年
額
で
は

小
学
校
約
4
4
、
0
0
0
円
、

中
学
校
約
5
0
、
6
0
0
円

と
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
給
食
費
無
償
化
は

水
上
村
、
山
江
村
と
で
一
部

の
実
施
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
立
小
中
学
校
4
校
で

は
児
童
生
徒
約
8
1
1
名
分
、

全
体
で
約
3
6
、
9
0
0
千

円
、
半
額
補
助
で
も
約
1
8
、

4
5
0
千
円
の
財
源
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
無
償
化
の
意

義
に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援

や
少
子
化
対
策
な
ど
で
理
解

で
き
ま
す
が
、
町
財
政
へ
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
等
を
考

慮
し
ま
す
と
、
完
全
無
償
化

等
は
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
理
由

に
よ
る
準
要
保
護
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
る
給
食
費

負
担
分
の
給
付
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
町
産
米
の
促
進
か

ら
米
価
差
額
補
助
金
と
し
て

約
3
6
7
、
0
0
0
円
の
食

材
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

い
ま
の
で
、
給
食
食
材
の
地

産
地
消
の
促
進
面
か
ら
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

河口 涼一 議員

小・中学校給食費の
無償化について

 

議
員 　

各
教
室
の
空
調
設

備
（
エ
ア
コ
ン
）
の
設
置
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

 

学
校
教
育
課
長 　

夏
の
暑

さ
対
策
と
し
ま
し
て
学
校
で

の
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
や

良
好
な
学
習
環
境
を
少
し
で

も
整
え
る
目
的
と
し
て
、
平

成
23
年
度
に
各
小
中
学
校
の

教
室
に
大
型
扇
風
機
を
4
台

ず
つ
設
置
し
活
用
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
長
尾
議
員
の

ご
提
案
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

設
置
に
関
し
ま
し
て
は
、
暑

さ
対
策
の
有
効
な
方
法
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
立
小

中
学
校
4
校
の
普
通
教
室
、

特
別
教
室
約
68
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
り
、
現
在
の

国
の
補
助
制
度
（
⅓
補
助
）

を
活
用
し
て
も
、
概
算
で
約

9
1
、
0
0
0
千
円
の
財
源

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

長
期
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
と
し
て
毎
年
、
年
間
約
8
、

1
0
0
千
円
の
電
気
代
が
必

要
で
大
き
な
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
と
し
て

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
平
成
27
年

度
か
ら
3
年
計
画
で
電
子
黒

板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

来
年
度
29
年
度
に
は
竜
北
東

小
学
校
、
竜
北
西
部
小
学
校

の
老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
の
改

修
も
予
定
し
て
い
ま
し
て
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
安

心
、
安
全
に
係
る
施
設
整
備

を
優
先
的
に
計
画
的
な
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
国
庫
補
助
金

制
度
の
動
向
、
財
政
状
況
等

を
勘
案
し
な
が
ら
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
る
上
で
、
今

後
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

長尾 憲二郎 議員

氷川町立（小・中学校）の
学校施設について

参考
県エアコン設置率23.0%　全国平均設置率29.9%　平成26年4月1日現在（文科省隔年調査）

※町立学校（4校）設置費

　2,000千円／教室×68教室＝136,000千円

　（文科省学校施設環境改善交付金

　　　　　　　136,000千円×1/3＝45,333千円）

※町立維持管理費（電気代）

　120千円／教室×68教室＝8,160千円

　冷房7月～9月（夏休み除く）

　暖房12月～2月（冬休み除く）

※一級建築コンサルより試算

町内小中学校教数 平成28年度
学校名 普通教室 特別教室 合　計

宮原小学校 13 5 18
竜北西部小学校 12 3 15
竜北東小学校 11 5 16
竜北中学校 11 8 19
町立小計 47 21 68
組合立　氷川中学校 10 5 15

合　計 57 26 83
特別教室：理科、音楽、技術科室等

長尾 憲二郎 議員
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一般質問
 

議
員 　

震
災
に
よ
る
町
税

の
減
収
見
込
み
額
及
び
震
災

に
よ
る
ま
ち
の
想
定
負
担
額

は
。

 

企
画
財
政
課
長 

【
質
問
事
項
】

１
．
氷
川
町
の
財
政
状
況
に

つ
い
て

【
質
問
の
要
旨
】

（
ア
）
震
災
に
よ
る
町
税
の

減
収
見
込
み
額
及
び
震
災
に

よ
る
ま
ち
の
想
定
負
担
額
は
。

（
イ
）
そ
の
対
処
法
は
。（
公

共
事
業
の
見
直
し
・
赤
字
事

業
の
廃
止
・
報
酬
等
の
カ
ッ

ト
・
税
収
増
の
検
討
・
そ
の

他
）

【
答
弁
事
項
】

（
ア
）（
イ
）
に
つ
き
ま
し
て
、

企
画
財
政
課
か
ら
代
表
い
た

し
ま
し
て
お
答
え
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
熊
本
地
震

に
よ
る
減
免
措
置
の
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
時
点
で
把

握
し
て
い
る
金
額
は
、
個
人

町
民
税
・
固
定
資
産
税
合
わ

せ
て
2
3
3
万
円
程
度
で
あ

り
ま
す
。　

　

現
在
、
税
務
課
で
申
告
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告

が
終
わ
り
次
第
、
減
収
が
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
解
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の

新
年
度
で
予
算
計
上
い
た
し

て
い
ま
す
町
税
に
つ
い
て
は
、

被
災
等
の
減
免
等
を
考
慮
い

た
し
ま
し
て
前
年
度
よ
り
1

千
5
4
3
万
9
千
円
増
の
9

億
1
千
6
0
4
万
2
千
円
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

震
災
関
連
の
予
算
と
し
ま

し
て
は
、
本
年
度
、
災
害
等

廃
棄
物
処
理
事
業
や
被
災
農

業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業
な
ど
、
22
億
9
千
万
円

計
上
と
な
り
ま
し
た
が
、
補

助
金
や
起
債
、
そ
し
て
交
付

税
な
ど
国
や
県
の
手
厚
い
支

援
措
置
、
ま
た
町
に
対
す
る

寄
附
金
な
ど
の
町
外
の
方
々

か
ら
温
か
い
支
援
に
よ
り
、

実
質
的
な
負
担
は
、
9
千

5
0
0
万
円
ほ
ど
に
な
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（
こ
の
う
ち
、
額
が
大
き
な

も
の
は
、
被
災
農
業
者
向
け

経
営
体
育
成
支
援
事
業
で
、

町
単
独
補
助
分
2
億
1
千

9
0
0
万
円
の
う
ち
6
千

5
0
0
万
円
ほ
ど
が
町
の
実

質
負
担
と
な
る
試
算
で
す
。）

　

ま
た
、
本
会
議
で
提
案
予

定
の
平
成
29
年
度
当
初
予
算

案
で
も
、
2
億
４
千
万
を
計

上
い
た
し
て
い
ま
す
が
、
実

質
的
な
負
担
は
1
千
万
を
下

回
る
見
込
み
で
す
。
今
後
、

予
算
化
が
発
生
す
る
経
費
な

ど
予
測
が
難
し
い
点
も
あ
り

ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
総

額
で
1
億
1
千
万
〜
2
千
万

ほ
ど
が
町
の
負
担
額
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
処
法
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
の
負
担
額
の
財

源
と
い
た
し
ま
し
て
、
財
政

調
整
基
金
を
充
て
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

議
員
が
質
問
要
旨
に
挙
げ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

公
共
事
業
の
見
直
し
、
赤
字

事
業
の
廃
止
、
報
酬
等
の

カ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
状
を
調
査
す
る
と
と
も
に

精
査
を
行
い
、
見
直
し
が
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
見
直

し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
、
税
収
増
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
申

し
ま
し
た
新
年
度
予
算
で
町

税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
の
増
加
に
よ
り
増
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
率
の
ア
ッ
プ
及
び
滞
納
整

理
を
図
り
、
当
町
に
見
合
っ

た
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
議
員
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
指
導
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
れ
で
答
弁
を
終
わ
り
ま

す
。

 

議
員 

　

公
共
事
業
見
直
し
の
中
で
、

氷
川
の
し
ず
く
や
加
工
セ
ン

タ
ー
の
改
修
に
つ
い
て
見
直

し
が
必
要
で
は
。

 

藤
本
町
長 

　

氷
川
の
し
ず
く
に
つ
い
て

は
９
月
末
で
契
約
が
切
れ
る

の
に
合
わ
せ
て
取
締
役
会
で

検
討
し
た
い
。
加
工
セ
ン

タ
ー
の
改
修
は
衛
生
基
準
に

沿
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
で

す
。
公
共
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
財
政
状
況
の
検

証
を
し
、
計
画
策
定
し
て
い

き
た
い
。

江嵜　悟 議員

氷川のしずく、加工センター
の改修見直し

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
は
、
条
例
８
件
、

予
算
２
件
で
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
３
月
10
日
、

役
場
２
階
大
会
議
室
で
、
関

係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め
な

が
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
要
約
と
結
果
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
第
２
号
「
氷
川
町
個

人
情
報
保
護
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
３
号
「
氷
川
町
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
４
号
「
氷
川
町
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
５
号
「
氷
川
町
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」

　

議
案
第
６
号
「
氷
川
町
長

等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」
は
、
質
疑

及
び
意
見
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　　

次
に
、
議
案
第
７
号
「
氷

川
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

質
疑
し
ま
し
た
。

 

委
員 　
「
氷
川
町
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、

 

担
当
課
長 　
「
平
成
28
年

４
月
１
日
は
95
・
３
％
、
平

成
27
年
は
95
・
９
％
、
平
成

28
年
の
県
平
均
は
96
・

４
％
」
と
答
え
。

　

次
に
、
議
案
第
８
号
「
氷

川
町
振
興
計
画
策
定
審
議
会

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」

 

委
員 　
「
新
旧
対
照
表
の

略
の
役
職
は
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、

 

担
当
課
長 　
「
１
は
町
議
、

２
は
一
般
、
20
名
以
内
で
構

成
し
た
い
」
と
答
え
。

 

委
員 　
「
名
称
の
変
更
は

な
ぜ
か
、
所
管
が
替
わ
っ
た

理
由
は
。
学
識
経
験
者
の
判

断
は
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、

 

担
当
課
長 　
「
計
画
で
は

総
合
を
使
っ
て
い
ま
す
の
で

条
例
の
名
称
も
合
わ
せ
ま
す
。

所
管
は
機
構
改
革
に
よ
り
企

画
財
政
課
が
担
当
し
ま
す
。

学
識
等
を
町
長
が
判
断
し
ま

す
。」
と
答
え
。

　

次
に
、
議
案
第
21
号
「
平

成
29
年
度
氷
川
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入

に
お
い
て
、
町
税
及
び
地
方

消
費
税
交
付
金
、
地
方
特
例

交
付
金
、
特
別
交
付
税
に
つ

い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
総
務

費
・
一
般
管
理
費
の
職
員
手

当
等
で
「
住
居
手
当
等
」、

委
託
料
で
「
行
政
評
価
導
入

業
務
委
託
料
等
」、
負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
で
「
地
区

活
性
化
総
合
交
付
金
等
」、

振
興
局
費
の
委
託
料
で
「
ま

ち
つ
く
り
酒
屋
管
理
委
託

料
」、
負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
で
「
空
き
家
バ
ン
ク
促

進
補
助
金
」、
企
画
費
の
旅

費
で
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議

委
員
」、
委
託
料
で
「
第
２

次
総
合
振
興
計
画
策
定
業
務

委
託
料
等
」、
電
子
計
算
費

の
委
託
料
、
賦
課
徴
収
費
の

委
託
料
で
「
固
定
資
産
現
況

調
査
業
務
委
託
料
等
」、
教

育
費
・
事
務
局
費
で
「
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
委

員
等
」
に
つ
い
て
、
同
じ
く

「
奨
学
資
金
貸
付
金
」、
小
学

校
費
の
需
用
費
で
「
修
繕

料
」、
中
学
校
費
の
扶
助
費

で
「
就
学
援
助
費
」、
社
会

教
育
総
務
費
の
報
償
費
で

「
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
等
に
つ
い
て
。
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
は
、
以
上
全
議
案

可
決
認
定
致
し
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

松
田
達
之 

委
員
長
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
条
例
6
件
、
予
算

11
件
で
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
3
月
13
日
、

役
場
2
階
大
会
議
室
で
、
関

係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め
な

が
ら
議
案
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
に
、
総
務
課
長
、

企
画
財
政
課
長
の
説
明
以
外

で
補
足
説
明
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

農
地
整
備
課
長
か
ら
、

「
平
成
28
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

の
農
地
費
、
団
体
営
農
村
整

備
事
業
補
助
金
」
で
は
、
要

綱
の
改
正
に
よ
り
暗
渠
排
水

事
業
の
事
業
主
体
が
町
か
ら

土
地
改
良
に
移
行
し
た
。
補

助
金
の
定
額
補
助
の
見
直
し

に
よ
り
個
人
負
担
増
と
な
り
、

申
込
数
減
に
よ
り
減
額
し
た

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
農
業
振
興
課
長
か

ら
、「
農
産
加
工
研
修
セ
ン

タ
ー
費
、
委
託
料
・
工
事
請

負
費
」
で
、
地
方
創
生
拠
点

整
備
事
業
に
6
次
産
業
化
の

施
設
整
備
が
あ
り
、
加
工
セ

ン
タ
ー
が
該
当
す
る
の
で
、

改
修
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
案
第
10
号
「
氷
川

町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
か
ら
、
議
案
第
26
号

「
平
成
28
年
度
氷
川
町
宅
地

開
発
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
」
ま
で
の
す
べ
て
の

付
託
案
件
を
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
質
疑
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
14
号
「
氷
川
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
、

 

委
員 　
「
条
例
は
来
年
度

か
ら
で
す
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
平
成
29
年

度
予
算
に
該
当
す
る
も
の
で

す
」
と
の
答
え
。

 

委
員 　
「
貸
付
金
の
状
況

と
、
限
度
額
、
対
象
者
数
、

借
り
な
か
っ
た
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、

 

担
当
課
長 　

補
正
予
算
で

計
上
し
、
9
名
に
貸
し
出
し

た
限
度
額
は
2
5
0
万
円
で
、

対
象
者
は
一
部
損
壊
の
人
ま

で
通
知
し
ま
し
た
。
理
由
と

し
て
は
、
利
子
補
給
は
あ
る

が
返
済
を
心
配
さ
れ
た
も
の

で
す
」
と
の
答
え
。

 
委
員 　
「
農
産
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
の
改
修
理
由
は
何

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
衛
生
安
全

基
準
が
厳
し
く
な
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
た
め
に
改
修
し

ま
す
」
と
の
答
え
で
、

 

委
員 　
「
そ
れ
に
よ
る
雇

用
創
出
は
あ
る
の
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
作
業
員
を

見
込
ん
で
い
る
」
と
の
答
え

で
、

 

委
員 　
「
生
鮮
品
の
手
数

料
は
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
」

に
対
し
て
は
、

 

担
当
課
長 　
「
15
%
は
、

下
げ
ら
れ
な
い
」
と
の
答
え
。

　

次
に
、
議
案
第
21
号
「
平

成
29
年
度
氷
川
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
は
、

 

委
員 　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
（
経
済
対
策
分
）
は
名
称

の
変
更
で
す
か
」
と
の
質
問

で
、

 

担
当
課
長 　
「
新
た
に
消

費
税
が
10
%
に
な
る
分
の

給
付
で
、
年
間
6
千
円
で
2

年
半
分
1
万
5
千
円
を
給
付

し
、
対
象
者
は
2
、
8
1
4

名
で
す
」
と
の
答
え
。

 

委
員 　
「
訪
問
入
浴
事
業

の
業
者
は
ど
こ
か
」
と
の
質

問
に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
予
定
者
は

2
名
で
、
セ
ン
ト
ケ
ア
と

Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
2
社
で
す
」
と
の

答
え
。

 

委
員 　
「
す
こ
や
か
赤

ち
ゃ
ん
出
産
祝
金
の
算
定
根

拠
は
」
と
の
質
問
に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
60
名
を
見

込
ん
で
い
ま
す
」
と
の
答
え
。

 

委
員 　
「
労
働
者
派
遣
委

託
料
の
内
容
は
」
と
の
質
問

に
対
し
、

 

担
当
課
長 　
「
常
勤
の
保

育
士
2
名
と
調
理
師
1
名
」

と
の
答
え
。

 

委
員 　
「
熊
本
地
震
損
壊

家
屋
解
体
撤
去
は
平
成
29
年

度
で
終
了
見
込
か
」
と
の
質

問
に
、

 

担
当
課
長 　
「
9
月
末
を

見
込
ん
で
い
ま
す
」
と
の
答

え
。

 

委
員 　
「
道
路
整
備
計
画

に
あ
る
高
塚
か
ら
の
新
設
道

路
計
画
は
あ
る
か
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、

 

担
当
課
長 　
「
現
在
の
と

こ
ろ
具
体
化
は
し
て
い
ま
せ

ん
」
と
の
回
答
。

　

議
案
第
26
号
「
平
成
28
年

度
氷
川
町
宅
地
開
発
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

 

委
員 　
「
平
成
29
年
度
で

終
了
だ
が
、
今
後
の
計
画
は

あ
る
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
、

 

担
当
課
長 　
「
計
画
は
な

い
が
、
今
後
も
予
算
は
残

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
以
上

で
し
た
。

　

各
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
委
員
会
の
決
定
に
ご

賛
同
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

委員会報告

　

平
成
29
年
2
月
7
日
〜
2

月
8
日
の
日
程
で
、
鹿
児
島

県
大
崎
町
に
広
報
委
員
会
研

修
に
行
き
、
議
会
事
務
局
、

広
報
委
員
長
の
出
迎
え
を
う

け
、
議
長
よ
り
大
崎
町
の
説

明
が
あ
り
研
修
に
入
り
ま
し

た
。
広
報
委
員
長
よ
り
議
会

広
報
が
町
民
か
ら
ど
れ
だ
け

見
て
も
ら
え
る
か
、
ま
た
文

字
を
少
な
く
写
真
を
使
っ
た

紙
面
作
り
を
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
氷
川
町
議
会
広

報
委
員
よ
り
大
崎
町
議
会
広

報
を
町
民
の
方
が
ど
れ
だ
け

読
ん
で
お
ら
れ
る
か
の
質
問

に
対
し
て
、
30
%
位
で
す

と
の
答
え
で
し
た
。

　

2
月
8
日

　

鹿
児
島
県
姶
良
市
に
広
報

委
員
会
研
修
に
行
き
、
議
会

事
務
局
の
出
迎
え
を
う
け
、

姶
良
市
の
概
要
の
説
明
を
受

け
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　

姶
良
市
議
会
広
報
委
員
会

の
委
員
長
及
び
9
名
の
方
が

出
席
し
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
方
が
読
み
易
い
よ
う
に

文
字
を
少
な
く
、
写
真
を

使
っ
た
紙
面
作
り
な
ど
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
市

民
む
け
に
広
報
委
員
会
よ
り

年
4
回
の
ク
イ
ズ
等
（
賞
品

あ
り
大
好
評
）
広
報
紙
に
掲

載
し
、
市
民
に
喜
ば
れ
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。

氷
川
町
議
会
広
報
委
員

会
研
修
に
つ
い
て

　

2
日
間
の
日
程
で
研
修
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
学
ぶ
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

今
迄
の
広
報
紙
は
文
字
が

多
く
、
読
み
づ
ら
か
っ
た
点

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
町
民
に
読
み
易
い

広
報
紙
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
広
報
紙
に

つ
い
て
御
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
き
か
せ
下
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
　

三
浦　

賢
治

副
委
員
長　
　

清
田　

一
敏

委
員　
　
　
　

上
田　

俊
孝

委
員　
　
　
　

松
田　

達
之

事
務
局
長　
　

草
野　

信
一

in
鹿児島県

大崎町

広
報
委
員
会
研
修

鹿児島県大崎町で議員交流
産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

江
嵜
　
悟 

委
員
長
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　桜の花も散り新緑の季節となりましたが皆様におかれま

しては健やかに、お過ごしのことと存じます。

　さて昨年4月14、16日に発生した熊本地震から1年が経過

しましたが、本庁におきましても町内でも多くの家屋や納屋、

道路などが被災しました。町も復旧・復興に全力を挙げて

取り組んでいる所です。また日奈久断層の地震も今後起こ

る確率が高いと言われています。皆様にも日頃からの防災意識が大切です。

　今後、安心して暮らせるよう議会としても全力を挙げて「災害に強い町づくり」を行

政に働きかけていきたいと思います。

議会広報委員会　　　

委 員 長　三浦　賢治

副委員長　清田　一敏

　　委員　上田　俊孝

　　委員　松田　達之

社協いきいきサロン

鹿島サロン 河原サロン

編集後記

こちらは健康体操の一コマ、介護予防にも
役立てています。

血圧測定を通して、健康管理に役立ててい
ます。
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